
令和３年度　学校関係者評価書　（川南町立東小学校）

項目 総合 項目 総合

3.0 ・参観日は限られているので、定期的に学級通信等で家庭と情報共有した。学級通信を出す
頻度が学級により違うので、最低１週間に１回は出すように共通理解を図った。

3.3

3.0

・第１回の学校保健員会で「早く寝る」をテーマに各クラスで取組を決めて実践してもらった。
取り組みの成果を保健だよりで報告した。共通実践することで、意識化・行動化につながっ
た。しかし、取組の効果なしと回答した家庭が半数を占めた。今後は、習慣化の定着が図れ
よう呼びかけだけではなく実践してもらえるような工夫をしていく必要がある。

3.0

・参観日にしか見ることができなかったが、内容がよく工夫され、保護
者の参加・協力もよかった。
・保護者に任せるだけでは、なかなか定着が図れないと思う。手立て
を考え直してみてほしい。

3.1

・気になる児童については、その都度家庭訪問をし保護者の願いの把握に努めた。保護者か
ら要望があれば、個別に面談を行ってきた。専門機関のアドバイスを行い、保護者の相談に
答えるようにしている。要望があれば、今後も積極的に行っていく。 3.0

2.8

・あいさつ運動や避難訓練を行っているが、地域を巻き込んだ活動に至っていない。風水害
避難訓練では、保護者の協力を得て引渡し訓練に参加していただいた。台風等など風水害に
おける地域と協力した総合防災訓練の計画を立て、地域の協力のもと実施できるかの検討を
行っていきたい。

3.0

・進んであいさつをしない。こちらかあいさつをしないとしないし、全然
しない児童もいる。
・通山小学校では、遠足を兼ねて地域との避難訓練を実施しているの
で、行事と関連して取り組んでみてはどうか。

2.5
・児童や保護者のボランティアを募って、７月４日（日）の甘付・伊倉地区の海岸清掃を行っ
た。児童が３０名ほど参加してくれた。今後も地域に貢献できる活動に積極的に参加できるよ
うに計画を立てていきたい。１２月には、花植え活動に児童及び職員も数名参加した。

3.3
・７月の海岸清掃、１２月のごみ拾い、花植え活動、そして、２月には尾
鈴ロードレースコースの道路の清掃活動を計画していく。

3.0

・今年も図書ボランティアを募集し、保護者や地域の方１０名に協力していただき読み聞かせ
を行っている。金鈴学園との情報交換会は７月２６日に第１回を行った。金鈴学園の職員と担
任との情報共有や共通した指導内容が確認できた。２月に第２回を予定していたが中止に
なったので、各担任と金鈴学園職員との個別の情報交換となった。今後も定期的に継続して
行っていきたい。

3.0

3.2
・１０月の月目標の取組で委員会児童の主体的な活動を行ったことで、読書に親しむ児童が
増え、貸出冊数が伸びてきた。11/1現在8974冊である。毎週水曜日の朝読の徹底ができて
いないので、徹底を図っていく。

3.0
・貸出冊数の目標が決めてあることで、子ども達の意欲につながって
いると思う。

3.4
・図書ボランティア10名で6月から月1回実施している。子ども達も毎回楽しみにしている。ボラ
ンティア募集を行っているが、新規に参加してくださる方が少ない状況であるので、年間を通
して、ボランティアの募集を行っていく。

3.0

2.8
・教室掲示物等についてはユニバーサルデザインを意識した取組ができているが、授業にお
いて活用するまでには至っていない。今後研究を深めていく必要がある。 2.7

・「一生懸命勉強をしていますか。」の結果が、悪くなっているので。
・光タイム（総合的な学習の時間）の見直しをして、体験活動を通して
学ぶ意欲の向上を図ってもらいたい。

3.1

・２学期より学びタイムの時間を活用し、全校でコグトレに取り組み体制を整え、各学年の発
達段階に応じて実践をしている。週４回実施する学年があるなど、全学年共通して取り組むこ
とができるようになった。成果等については、３学期にアンケートをとる予定である。 3.0

・定着していない学習内容をどうするのかもっと授業を充実させないと
いけない。
・習熟の時間が足りない。ドリル練習をやっていない。
・コグトレの実施後、どのような処理をしているのか。その後が大切。

2.8

・タブレット等のＩＣＴ機器を授業で積極的に使うために校内研究として取り組み、児童も教員も
授業の様々な場面で活用できるようになってきた。今後も継続して研修を行い、効果的な活
用を行い児童の学力向上につなげていきたい。

3.0

・地層見学や川の流れの見学など、他の学校で行っている取組も参
考にされて、積極的に校外学習を行うとよいと思う。
・体験活動と座学の学習を効果的に取り入れて学習を進めていくとい
い。

3.1
・「宮崎県いのちの教育週間」に合わせて、参観授業を行い、夏季休業中の人権教育研修で
報告会をした。12月は、全校で思いやりの心を育てる「思いやりビンゴ」を行い、児童相互で思
いやりの気持ちを伝える場を設定した。

3.3
・アンケートの結果をみると児童も保護者も昨年度より悪くなってい
る。他人を思いやるやさしい気持ちをもてる子へ育ててほしい。

3.3
・どんぐり班での清掃活動は行っているが、ボランティア活動は本年度行っていない。今後計
画していきたい。 3.0

3.5

・月１回の教育相談アンケートと教育相談を行っている。個別に教育相談を行うことで児童間
の小さなトラブル等も把握することができた。また、ハートフル委員会やケース会議において
全職員や関係職員で支援や指導の共通理解を図ることができた。友達に優しく接することが
よくできる児童の割合が、令和２年度の６８％から６２％に減っていた。目標の９５％は達成で
きていないので、教職員一人一人が自覚した具体的な対策を考えていく必要がある。

3.0

3.4
・毎月１回の特別支援教育委員会を実施することで、特性のある児童についての実態や支援
の在り方について共通理解をした。 3.0

2.8

・エリアコーディネーターを中心に観察やＷＩＳＣ検査、保護者へのフィードバックを行うことで、
学校と保護者が連携して児童の支援にあたり、児童の成長につながりつつある。また、合理
的配慮についての校内夏季研修を行って合理的配慮について共通理解を図った。 3.0

3.2
・児童だけではなく、保護者についても必要に応じてスクールカウンセラーとの面談を行い、
保護者にも協力をいただきながら自己肯定感を高める努力をした。 3.0

・今後も外部人材を積極的に活用してほしい。

3.1

・ミシン学習の補助やキャリア教育学習等各学年で確実に進めることができた。ただし、学年
によって人材活用に差があり、十分に活用しているとまでは言い難い。町の方針や意義を理
解し、継続して取り組む必要がある。 3.7

・日々慌ただしい中、様々な学習を実践されることに感心します。
・子ども・学校応援団ハンドブックの活用がよくできている。
・保護者の他の地域行事への関心を高める工夫が必要。
・川南町の人材バンクをもっと活用してもいいのでは。
・土木の日に川南工業さんなど、身近な企業と連携してみるのもいいのでは。

2.8

・入学式や運動会等では町歌を歌ったが、コロナ感染対策下のため３番まで歌えていない。
普段の授業においては、社会科や総合的な学習の時間、学級活動等の授業を通して保護者
が講師として授業参加をする学習を行ったり、学校周辺にある企業に見学に行ったりして、川
南町を意識したふるさと学習に取り組んでいる。全学年取り組めるよう教科等の年間指導計
画を見直していく。

3.0

・コロナ禍の中で、地域の行事も減っているが、鉢植え講習等に子ど
もも大勢参加している。
・できる限り校外へ出ての学習を取り入れていくとよい。

2.2
・運営委員会が中心となって公民館活動の花いっぱい活動に参加を呼び掛けるポスター等を
作成した。その結果、各地区の児童がたくさん参加をしてくれた。 3.3

・２月の道路清掃の計画を一緒に考えていきたい。道路清掃は、危険
も伴うので、高学年を主体とした取組を考えていく。

3.0
・６年生は、キャリア教育学習で保護者や地域の方（看護師・警察官・美容師・公務員）を招い
て、各職業について講話をしていただいた。３年生は、サンＡと児湯食鳥の方を招いて仕事の
内容や思いについて話していただいた。

4.0
・ここに示してある内容が素晴らしいので４にしました。
・講話は、将来につながる内容であった。

1.5

・４年生は、オープンスクールで障がいのある当事者の方をお呼びして保護者と一緒に福祉
教育について学んだ。また、第２回東っ子育成協議会では、地域の方と保護者合同で地域の
安全に関する講話をＮＰＯ法人の初鹿野さんを招いて実施した。今後も地域の方や保護者に
も参加していただける研修会を計画したい。

3.7

・国中では、生徒会が運営協議会委員に意見を言う場があった。児童
が主体的に地域や学校の問題をもち、課題解決を一緒になって行う
活動などを小学校も取り入れてみてはどうか。

2.3

・デジタル教科書は、どの学年においても積極的に活用されていた。本年度は、タブレットＰＣ
のどの機能がどんな授業で活用できるのか手探りで各担任が研究している。相互授業参観
等を行いながら、有効な使い方を考えていきたい。タブレット活用のきまり作成し、児童に浸透
させているが、次年度も継続したい。タブレット持ち帰り訓練も３学年で実施することができ
た。

3.0

・自分の考えをもつことができない児童が多い。ICT機器の活用も必要
だが、授業中に自分で考え感じたことを発言できる力をつけてもらい
たい。

2.8
・ＡＬＴに本時の学習計画案を来校した時に確認してもらい、学習の目的に沿った指導をして
もらった。国際交流等の外部講師については、本年度実施できていない。来年度計画を立て
ていく。

3.0
・せっかくもちつき体験学習があるので、日本文化の紹介をするのを
兼ねて、国際交流を行うといいと思う。町のまちづくり課に相談しては
どうか。

2.7

・拠点校指導教員や本校の初期研修担当教諭、研究主任を中心にメンターによる各教科の
指導を計画的に行った。初期研修の計画に沿って今後も継続して行っていきたい。夏季研修
では、ミニ研修を実施し、各先生方の得意分野についてＯＪＴ研修を行った。 3.0

・教師の指導力に課題がある。信頼される学校になるためには、教師
の指導力をつけることだと思う。

3.6

・県教職員課の職員を派遣してもらい、コンプライアンス研修会を行った。専門的な立場から、
具体的な例を挙げて研修を行ったので有益な研修ができた。今後も職員連絡会や研修を継
続的に行い、職員のコンプライアンス意識を高めていきたい。 3.0

・児童や保護者への対応の仕方がうまくいっていない職員がいると学
校全体の評価も下がってしまう。全員で信頼回復を図ってもらいたい。

2.8

・保護者へは、個人面談の時間設定や留守番電話の設定時間等について文書等で周知し
た。勤務時間や業務分担等については、４月の参観日の時に学校説明会で行った。開錠・施
錠時刻及び登校時刻等については、周知が十分できていないので参観日等を使って周知を
図る。

3.0

3.2

・本年度も危機管理マニュアルの改訂を行った。救急体制については、、実際の場面での課
題も見えたため、改善していきたい。本年度は、不審者対応避難訓練を実施した。課題を洗
い出し、来年度はさらに危機意識をもった対応ができる避難訓練を目指していきたい。安全点
検の危険箇所の迅速な報告と対応を今後も継続していく。

3.3

・本年度は、奉仕作業の時に保護者に安全点検をしてもらったような
ので、外部の目で見た点検も来年度継続して行ってもらいたい。
・地域と連携した避難訓練を行うには、難しい面もある。土地柄津波も
来ないし、洪水もないのでどのような内容で訓練するのか検討し、計
画するのには時間がかかると思う。

3.0

・不審者情報や交通事故等が町内で発生した時には、安心メールで情報を保護者に提供し、
連携して見守り活動を行った。また、駐在所等にも連絡をし、登下校中に見回り活動をしてい
ただいた。また、東っ子育成協議会を２回行い、校区内の危険箇所の改善を行ったり、児童の
見守り活動の協力をお願いしたりできた。

3.3

・見守り隊を中心に、今後も継続して登下校の児童を見守っていきた
い。

3.5
・必要に応じて保護者と連絡を取り、対応について細かく確認できた。校内のみでのアレル
ギーに関する周知があるため、漏れのないように確実に職員へ周知していく必要がある。 3.0

2.8

・町ＮＦ健康教育部会とも連携した取組（メディアの約束など）ができている。学校で様々な取
組の協力をお願いするが、家庭によって取組の差がみられるため全体としては習慣化までに
は至っていない。取組の工夫をして、習慣化が図れるようにしていきたい。 3.0

・体力トレーニングを３年生がやるのを見ました。
・ネットゲームや携帯・スマホについては、保護者の意識を変えないと
なかなか変わらないと思う。いかに悪影響を及ぼしてしまうのかをしっ
かりと伝え、親の意識を変える手立てを何か工夫する必要がある。

2.9
・本校児童の課題種目「投げる力」「柔軟性」「握力」の力を付けるため、朝の会で３０秒程度
の時間を設け、曜日ごとに体力トレーニングを行った。学級により取組の差があり効果がある
とまでは言えない。継続していくように今後も働きかける。

2.7
・全国・県レベルでもコロナ禍の運動不足のため体力低下がみられ
た。体育の時間だけでは体力向上は図れないので、朝の時間や昼休
みの時間を活用した体力向上策を考えてほしい。

2.8

・発達段階に応じた情報については提示できていない。保健だよりや懇談会資料等で知らせ
ていきたい。う歯治療率は、63.9％であり目標を達成できてはいないが、継続した声掛け等に
より治療率が昨年度より上がった。引き続き、保護者への声掛けを行っていきたい。 3.0

・２～３時間目の休み時間に手洗いの音楽がなっていますが、ほとん
どやっていないと思います。
・う歯の治療については、中学生になると部活動等で時間がとられて
しまうので、小学生のうちに治療する意識をもたせたい。

3.2

2.9

郷土を愛し地域社会に参画する態度を育む教育を推進する。

キャリア教育を推進する。

社会の変化に対応した多様な人財を育む教育を推進する。

教職員の資質向上と働き方改革の推進に努める。

安全、安心な教育環境の整備・充実に努める。

学校体育の推進に努める。

3.3

Ⅳ　文化やスポーツに親しむ社会づくりの推進

2.8

・働き方改革推進プランによる具体的取組の推進と保護者への理解

・ＯＪＴ、メンター機能を活用した職員間の対話を重視

・地域行事への積極的な参加
2.7

2.3

2.6

3.1

3.2

3.1

3.0

2.9

3.1

3.0

3.3

3.8

Ⅰ　町民が生涯を通じて学び、教育に参画する社会づくりの推進

Ⅱ　社会を生き抜く基盤を培い、未来を担う人財を育む教育の推進

・家庭教育学級、学級懇談会の活用

・「早寝.早起き.朝ごはん」等生活リズム定着への啓発

3.1

学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教育を推進する。（ＰＴＡ活動）

家庭教育支援の充実に努める。

3.0

2.7

・学ぶ意欲の向上

・コミュニティ・スクール協議を基にした協働事業の推進

・保護者、地域と一体となった挨拶運動や読み聞かせ活動の推進

・授業等におけるICT機器の積極的活用

特別支援教育を推進する。

・人権教育（命を大切にする教育）に関する参観授業の設定

・教育相談の充実
（友達に優しく接する児童の割合95％以上）

・児童縦割り班活動の継続

読書活動を推進する。

3.3

2.9

確かな学力を育む教育を推進する。

人権を尊重し豊かな心を育む教育を推進する。

3.1

1

2

1

7

・健康増進意識の高揚
（う歯治療率８０％以上）

・基礎体力の向上

・望ましい生活リズムの習慣化

・保護者相談等を活用しアレルギー対応ミス0に努める。

・事故等の防止をめざした保護者、地域との連携

・危機管理マニュアルの見直しと研修、非常時訓練の充実

・本校における取組（勤務時間、業務分担、開錠・施錠、電話連絡、個
人面談等）を保護者に周知し実行する。

Ⅲ　教育を支える体制や環境の整備・充実

・ＩＣＴ機器の活用による興味・関心、意欲の伸長

・国際化の進展に伴う外国語教育の充実

3.0

3.0

・地域の方との連携による学習活動の実施

・キャリア教育の視点を生かした授業実践

・連携を基に公民館活動等への参加を呼びかける。

・地域人材を活用したふるさと学習の推進

・児童の自己肯定感の向上

・共生社会をめざした人権感覚の醸成

関係者評価
学校関係者評価委員の意見項目 評価指標　及び　具体的目標

自己評価
自己評価結果の考察・分析および改善策等

2

1

1
・読書に親しむ時間の確保

・年間貸出冊数14,000冊以上の継続

・地域と連携した読み聞かせ活動を継続し家庭への啓発を図る。※金
鈴学園、東保育園との連携

・保護者相談、個別面談の充実

・個に応じた指導・支援の充実

・基礎的学力の定着
（ＣＲＴにおける全学年全国平均以上）

6

5

4

3

2


